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１．研究の動機とねらい   

 平成 24年度から全面実施された学習指導要領では，科学的な見方や考え方の育成，科学的な思

考力，表現力の育成，科学を学ぶ意義や有用性を実感させ科学への関心を高めることなどの観点

から充実が図られており，その方向に沿った学習指導の充実が求められている。また，ＰＩＳＡ

調査などの国際調査の結果から，理科の学びを日常生活や実社会に活用する力や，科学的に思考・

判断・表現する力といった科学的リテラシーの育成が求められている。 

エネルギー環境教育においても，理科で学び育まれる能力や態度が必要なものの一つとされて

いる。さらに，環境教育の充実を図る方向性として， 

① 実生活・実社会との関連を重視すること 

② 持続可能な社会を構築すること 

が求められている。また，本校は，平成２４年からユネスコスクールの指定を受け，ＥＳＤ教育

について一層の充実をはかるべく取り組みを始めたところである。 

科学技術が目覚ましく進歩している現代社会において，地球温暖化の進行などさまざまな地球

規模の環境問題が深刻化している。このような環境問題は，人類にとって緊急かつ重要な課題で

あり，その解決に向けて，持続可能な社会の構築が強く求められている。近年，エネルギーや環

境の話題は，メディア等で取り上げられることが多い。そのため，生徒は多くの情報を自然に得

ている。しかし，時には誤った情報をそのまま得ていたり，また正しい情報でも科学的に誤って

解釈をしていたりしているのが現状である。得た情報が正しいかどうかを判断し，情報を科学的

に正しく解釈することをもとに，社会全体として合意可能でかつ効果的な解決策を考える姿勢を

育むことが重要である。  

   エネルギー環境教育は自分たちのライフスタイルを問い直す教育でもあり，その意味では生涯に

わたって行われる学習である。持続可能な社会の構築をめざし，エネルギー・環境問題の解決に向

けて適切に判断し行動できる人間の育成が求められている。現在，中学校理科におけるエネルギー

環境教育は総合的な知識を必要とする第3学年を中心に取り扱われている。 

そこで，本研究では，持続可能な社会の構築をめざすため，  

① 既習の知識を生かし，エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間とのかかわりについ

て認識を深めること 

② 自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う

こと 

をねらいとし実践を行った。 

 

２．実践の概要 

（１）単元の系統性と学習内容のつながり 

理科の学習内容は，「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の４つの領域で構成されている。

これら４つの領域は別々の単元としてとらえるのではなく，「エネルギー」「粒子」の領域と

「生命」「地球」の領域の２つに大別して単元を系統立てて学習内容を構成する必要がある。 



表１は中学校理科の「エネルギー」「粒子」を柱とした学習内容の構成，表２は「生命」「地

球」を柱とした学習内容の構成を示している。（出典：学習指導要領）「エネルギー」「粒子」

の領域は，科学に関する基本的概念を身につけ，科学技術と人間やエネルギーと環境などへ

の総合的な見方を育てる分野である。エネルギーそのものやエネルギー現象を直接学習する

ため，エネルギーのより良い利用方法に関する知識基盤を築くことができる。また，「生命」

「地球」の領域は，科学技術の発展や利用の拡大と生命や地球とのかかわりについて総合的

な見方・考え方を育てる分野である。生命とその存続基盤である地球に対する科学的な基本

概念を身につけるため，エネルギー利用に伴う影響をより科学的で客観的に考察することが

できる。 

 



（２）指導過程 

    本年度，エネルギーに関連する単元の学習を次のように計画し実施した。エネルギー環

境教育の観点からさまざまなエネルギーに関する学習を一通り終えてから，エネルギーに

ついて幅広い知識を身につけた１月に，今回のテーマである「エネルギー資源とその利用」

の授業を行った。 

実施月 単元 学習内容 

６月 

 

 

７月 

 

９月 

 

１月 

 

 

２月 

運動とエネルギー 

 

 

 

 

水溶液とイオン 

 

エネルギー資源とその利用 

 

 

自然と人間 

 

・仕事とエネルギー 

・力学的エネルギー 

・いろいろなエネルギー 

・エネルギーの変換 

・熱の伝わり方 

・電池のしくみ 

・燃料電池 

・生活を支えるエネルギー（第１次） 

・エネルギー資源の由来と有限性（第２次) 

・これからのエネルギー資源のあり方（第３次） 

・科学技術と人間 

・科学技術の利用と環境保全 

 

平成２３年度三重県立高等学校入

学者選抜学力検査では，「エネルギー

資源」から，火力発電における石油

から始まるエネルギーの移り変わり

に関する問題，コージェネレーショ

ンシステムを例とするエネルギーの

有効利用に関する問題，生物資源を

利用した再生可能なエネルギー資源

であるバイオマス発電に関する問題

が出題されている。これらの問題は

いずれも中学校で習得する科学的知

識や様々なエネルギーに関する知識

が身につけた３学期に学習すること

が適している。 

 

 

 

 

 

 

 平成２３年度三重県立高等学校入学者選抜学力検査より 



（３）テーマのねらい 

    ① 人間は多様なエネルギー資源を消費して活動していることを理解する。 

② 将来にわたってエネルギー資源を確保し，安全で有効な利用と環境保全をはかるこ

との重要性を認識することができる。 

             

（４）実際の授業 

      第１次 「生活を支えるエネルギー」 

            第１次では人間の生活に欠かせない電気エネルギーを得るための発電の仕

組みについて学習した。現在，日本の電気エネルギーを支えているおもな発

電方法（火力発電・原子力発電・水力発電）について，それぞれの利点や問

題点について調べ，話し合わせた。依存

度の高い火力発電と少量の燃料から大量

の電気を得られる原子力発電の仕組みの

違いがあいまいになっているところがあ

ったので，図やシュミレーションを用い

て理解させた。原子力発電の問題点では，

放射線についての話題が出てきた。ほと

んどの生徒は放射線と聞いて，２０１１

年３月に起きた福島第一原子力発電所事

故を連想していた。また，放射線につい

ては危険性を伴うものであるため，核燃料や廃棄物の管理を厳重にすること

が重要であることや人体へ影響を及ぼすことについてはある程度は理解して

いた。しかし，放射線が医療や産業で利用され，人間生活の向上に寄与して

いること，そしてわずかではあるが自然界のあらゆるところに存在している

ことについては意外という反応をする生徒が見られた。 

 

      第２次 「エネルギー資源の由来と有限性」 

第 2 次ではエネルギー資源の有限性について学習した。人間

のエネルギー消費の歴史をふり返り，エネルギー消費量がどの

ように変化してきているのか考えさせた。エネルギー資源につ

いては，社会科で学習していることやメディア等でよく扱われ

るため，なぜ産業革命のころから急速にエネルギー消費量が増

加しているのかについて，多くの生徒は理解していた。また，

現在おもに利用している化石燃料やウランなどのエネルギー資

源が有限であり，再生不可能なものであることについても理解

している。これらの課題を解決するために，多くの生徒は風力や地

熱などの自然を利用した新しいエネルギーの開発が必要であるいう

認識はあった。しかし，新しいエネルギーの開発をすればすべてが

解決できると認識しているように感じられた。 

 



      第３次 「これからのエネルギー利用のあり方」 

            第３次では，今まで学習してきたことのまとめとして，これからのエネル

ギー利用の在り方について学習した。現在利用しているエネルギー資源は有限

なので，世代を超えてエネルギー資源を利用していくためにはどのような方法

があるのかを考えさせ，話し合わせた。現在，新しいエネルギー資源として開

発が進められている風力，太陽光，地熱などの自然を利用したエネルギーにつ

いてはほとんどの生徒が例としてあげていた。それ以外にも２学期に学習した

燃料電池，くりかえし生産が可能な生物資源（バイオマス）を使った発電，ダ

ム建設の必要がない中小規模水力発電などがあることも例にあげる生徒がい

た。このように，新しいエネルギー資源の開発については，多くの生徒が知識

を得ていた。しかし，資源を有効活用することについては，あまりイメージ

できていないようであった。そこで，エネルギー資源の有効利用の方法とし

てコージェネレーションシステム，コンバインドサイクル発電について特徴

やしくみを学習した。まとめとして，発電にともなう環境問題やエネルギー

資源の有効利用・省エネルギー・環境保全といった視点に留意しながら，持

続可能な社会をつくるために自分たちに何ができるのかを考えさせ，話し合

わせた。 

＜生徒の意見＞ 
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３．成果と課題 

 エネルギー環境教育の実践は，単にエネルギー・環境問題のことやそれらに関する知識の習

得のみではない。既習した知識をもとにエネルギー・環境問題の解決に向けて自らの課題とし，

生涯を通じて適切に判断し，行動する人間を育成することにある。今回，１年間の学習内容の

構成をエネルギー環境教育の視点で見直すことで，生徒がエネルギーや環境問題に関心をもち，

自分の生活をふり返ることができた。授業のなかで，常にエネルギーや環境問題にふれること

で，日常生活や社会と関連づけて課題意識をもち，持続可能な社会の構築について考えること

ができた。 

 その一方で，エネルギー環境問題の解決に向けて課題意識をもつことはできたが，実際に行

動できるところにはまだいたっていない。問題解決に向けて適切に判断し行動できる力を育成

するためには，理科だけでなく，社会科や技術・家庭科などの各教科や総合的な学習の時間，

道徳，特別活動などと連携・協力し，学習内容を総合的に調整・整理していくことが課題であ

る。 
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・公共交通機関を使ったり，節電をし

たりして二酸化炭素の排出量を減ら

す 

・資源の循環利用 

・自然と共生する 

・環境保全の意識をもつ 

・現状をきちんと理解し，対策を考え

る 

・再生可能エネルギーの開発 


